
─ 55 ─

皆さん、こんにちは。山形から参りました齋藤と申

します。八戸まで新幹線ができましたので、随分早く

なりまして、３時間半で来るようになりました。それ

でもまだ、東京よりは遠いのかなという感じがしてい

ます。

私は現在、山形市市民活動支援センターに所属して

います。16年度から企画調整課の係長として、ＮＰＯ、

ボランティア関係の仕事をしています。16年度があけ

て早々、市長に呼ばれまして、「予算要求で、ＮＰＯ

法人の設立のための補助金制度をつくったので、是非

やってください」という命令がありました。

ＮＰＯ法人設立にかかる経費の一部を10万円を限度

に補助しようというものです。総額200万円、１団体

10万円、20団体分でした。残念ながら初年度は法人認

証となったのは６団体、結果的に60万円だけの支出で

した。ただし、行政のお金ですから、できるだけその

使い方を明確に説明する必要があるのではないかとい

うことで、補助した団体プラスアルファで活動発表会
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をしました。それが、今日いろいろお話しさせていた

だく公開プレゼンテーションの原型になったのです。

ＮＰＯ法人設立にお金がかかるということで10万円

の補助制度がつくられたのですが、市長に、「設立に

必要な10万円より、実際の活動にやはりお金がかかる。

何もＮＰＯ法人に特化する必要はないんじゃないです

か」というお話をさせていただきました。その結果、

平成17年度は市民活動支援補助金というものを新たに

創設し、残念ながら予算総額は200万円のままでした

が、ＮＰＯ法人以外の市民活動団体も対象に、団体の

活動に対し補助を実施しました。

市民活動団体が提案する事業の中からいくつかを選

んで補助するというやり方ですが、選定方法について

工夫しました。多くの自治体では、早いもの順とか、

何人かの先生方で構成する選定委員会を設置するなど

して交付先を選んでいると思います。しかし、やはり

市民が選定に実際に参加するほうがいいのではないか

ということで、公開プレゼンテーションを選定過程に

採り入れることとしました。

これは（資料６）、公開プレゼンテーションまでの

流れです。補助金でこういう事業をしたいという提案

発表の参加団体をまず募集します。同時に市民審査員

100名の公募も行います。

書類審査がありまして、参加申込団体から、事業概

要、予算などを出していただき、それを最初に審査し

ます。書類の不備、不適格、事業内容が市の要綱に合

致するかという点に絞って簡単な審査をします。

その後、説明会、発表順を決める抽選会をいたしま

す。これが終わると本番までの間、個別に参加団体か

らプレゼンテーション方法などの相談を受けます。本

番は持ち時間が５分しかないので、各団体はリハーサ

ルを何回もしてプレゼンテーション当日を迎えます。

また、参加団体から提出された資料は冊子にして、公

募で選ばれた審査員にあらかじめ郵送しておきます。

ここ（資料７）にある日本ダウン症協会山形県支

部は財団法人となっていますが、実際は任意団体的

な活動をやっている団体で、実はこれが19年度でトッ

プ当選した団体です。

会場の広さや構造に配慮して、４台のプロジェク

ターを使って発表していただきました。19年度は172

名の審査員（一般公募100名、応募20団体から各５名

以内、山形県内の行政関係者、山形市役所担当部局な

ど）による市民審査という形で、各団体５分の持ち時

間で20団体発表していただきました。

これが発表の様子です。平成17～19年まで３カ年実

施してきましたので、ちょっと写真が古いものもあり
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ます。

これは（資料11）河川アダプトに関連して、桜を植

えるなどいろいろな活動をしている団体で、草刈り機

が欲しいという団体でした。これは（資料12）、花火

大会を見物に来るお客様がごみを置いていくので、そ

れを分別するための仕組みをつくりたいという理由で

応募した団体のものです。これは（資料13）、山形県

内で水質ワーストワンの川に金魚を放すという団体、

３万6,000円の申請だったのですが当選しました。そ

れから、これ（資料14）は食育。それからユニバーサ

ルデザイン（資料15）。

山形市内には大きな五つの堰があり農業用水が流れ

ています。そこに自生するバイカモという金魚草の一

種を保存したいということで応募した団体の発表です

（資料16）。寸劇方式でうちわにカンペを貼ってやって

おります。

これは（資料17）、国際系の団体で医療通訳、いわ

ゆる外国人花嫁さんたちが病院に行ったときに、なか

なか言葉がわからなくて不自由するということで、医

療通訳の養成と派遣事業に関する応募でした。

市民投票はノートパソコンでやります。１人５票で

必ず別の団体を選ぶ。別の団体を入れないと入力でき

ない仕組みです。組織票の防止と市民にとって必要な

事業が選ばれやすくするためです。

これは（資料21）、市長が腕組みをしながら集計結

果を見ている写真です。平成19年度は20団体中９団体

が補助をもらうことになりました。ＮＰＯ法人のプレ

ゼン能力がちょっと弱い印象があり、任意団体のほう

が補助金を獲得している傾向にあります。

これは（資料23）、市長からの結果発表と認定証の

交付です。今年は、企業からも金一封がございました。

実はこの認定証、非常に効果があります。何ら法的な

根拠はないのですが、補助事業で呼んだタンザニアの

青年の滞在に関して、入国管理局から延長を認めてい

ただいたという例があります。

最後は市長の講評です。マスコミの取材がありまし

た。会場アンケートでは、満足したという結果をいた

だきました。

この補助金のポイントをいくつか挙げてみます。

提案型の事業補助制度であること。行政の立場でい

ろいろな事業に対してアドバイスができること。最終

決定は市長ですが、交付先を選ぶ過程に直接市民が参

加するということで非常に透明性が高いこと。それか

ら、多くの市民、行政関係者がＮＰＯ法人や市民活動

団体の活動を直接見ることができるということ。さら

にはプレゼン力がアップしてステップアップが図られ
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るということ。

平成20年度は、補助金はいらないから公開プレゼ

ンテーションに出さしてほしいという団体もありまし

た。その理由はマスコミが取材に来るからです。

今後は、継続的な活動ができる団体ばかりではあり

ませんので基金などが作れればいいと思っています。

また、企業からの支援を受け入れられるような形も

もっとつくっていきたいとも思っています。

これで説明は終わりますが、全国から議員さんをは

じめ、視察をいただいております。是非、山形におい

でになって、私の説明をもっと受けていただければあ

りがたいと思います。ご清聴ありがとうございました。
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